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＜障害
しょうがい

者
しゃ

福祉
ふ くし

に関
かん

するアンケート 回答
かいとう

にあたってのお願
ねが

い＞ 

 

１．質問
しつもん

には、必
かなら

ずご本人
ほんにん

（封筒
ふうとう

の宛名
あてな

の方
かた

）がお答
こた

えください。 

２．回答
かいとう

にあたっては、すべて令和
れ いわ

８年
ねん

２月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

でご記入
きにゅう

ください 

３．回答
かいとう

方法
ほうほう

は、この調査票
ちょうさひょう

に記入
きにゅう

して郵送
ゆうそう

する方法
ほうほう

とインターネットから回答
かいとう

する方法
ほうほう

の

２種類
しゅるい

あります。どちらかひとつの方法
ほうほう

でご回答
かいとう

ください。 

 

紙
かみ

で回答
かいとう

する場合
ば あい

 

 アンケート用紙
ようし

にご記入
きにゅう

いただき、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
きって

不要
ふよう

）に入
い

れて、郵便
ゆうびん

ポスト

に入
い

れてください。アンケート用紙
ようし

、返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に住所
じゅうしょ

、氏名
しめい

を記入
きにゅう

する必要
ひつよう

はありませ

ん。 

 

インターネットで回答
かいとう

する場合
ば あい

 

 以下
い か

の二次元
に じ げ ん

コードから、回答
かいとう

ページへお入
はい

りください。 

                       

 

 

 

  調査
ちょうさ

についてのご質問
しつもん

などがありましたら、下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 

 

回答
かいとう

は、令和
れいわ

８年
ねん

３月
がつ

19日
にち

（木
もく

）まで（当日
とうじつ

消印
けしいん

有効
ゆうこう

） 

葉山町
はやままち

 福祉部
ふ く し ぶ

 福祉課
ふ く し か

 障害
しょうがい

福祉係
ふくしかかり

 

電話
で ん わ

 046－876－1111 内線
ないせん

231・236 
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葉山町
はやままち

では、６年
ねん

ごとに見直
みなお

し・策定
さくてい

となる、「葉山町
はやままち

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」（障害
しょうがい

のある人
ひと

のための施策
しさく

に

関
かん

する基本的
きほんてき

な計画
けいかく

）、３年
ねん

ごとに見直
みなお

し・策定
さくてい

となる「葉山町
はやままち

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

」（障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスや

相談
そうだん

支援
しえん

、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

確保
かくほ

に関
かん

する計画
けいかく

）及
およ

び「葉山町
はやままち

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

」

（障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

、障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

確保
かくほ

に関
かん

する計画
けいかく

）を策定
さくてい

し、『障害
しょうがい

のある人
ひと

もない

人
ひと

も互
たが

いの人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

しながら、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で互
たが

いに支
ささ

え合
あ

い、共
とも

に安心
あんしん

して自分
じぶん

らしく暮
く

らせるまちづくり』の実現
じつげん

を目指
め ざ

しています。 

  

  

いただいた回答は、葉山町の障害者福祉の充実に活かされます

葉山町 葉山町
障害者福祉計画策定委員会等

町民の皆様

回答

調査票の送付

調査等によって把握した意向・
希望等に基づき、今後の計画を策定

障害や障害のある方に関する意識
今後の障害者施策に対する意向を把握

調査票

●●●●●

●●●●●
●●●●●

○葉山町障害者計画（令和3年度～令和8年度）

障害者のための施策に関する基本的な事項を定める計画

○葉山町障害福祉計画（令和3年度～令和5年度）

障害福祉サービス等の確保に関する実施計画

○葉山町障害児福祉計画（令和3年度～令和5年度）
障害児福祉サービス等の確保に関する実施計画
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１ あなたご自身
じしん

について 

問
とい

10：お住
す

まいの地区
ち く

はどちらですか。（ひとつだけに○） 

1. 木古庭
き こ ば

   2. 上山口
かみやまぐち

   3. 下山口
しもやまぐち

   4. 一色
いっしき

   5. 堀内
ほりうち

   6. 長柄
ながえ

 

 

問
とい

20：性別
せいべつ

をお答
こた

えください。（ひとつだけに○） 

1. 男性
だんせい

          2. 女性
じょせい

          3. その他
た

 

 

問
とい

30：年齢
ねんれい

をお答
こた

えください。（令和
れいわ

８年
ねん

２月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

 満
まん

            歳
さい

 

 

 

２ あなたと障害
しょうがい

のある方
かた

との関
かか

わりについて 

問
とい

40：まわりに障害
しょうがい

のある方
かた

はいらっしゃいますか。（ひとつだけに○） 

1. いる     2. いない ⇒問
とい

6へ 

 

【問
とい

4で「1.いる」に〇をされた方
かた

にお伺
うかが

いします。】 

問
とい

50：まわりにいる障害
しょうがい

のある方
かた

はどなたですか。（あてはまるものすべてに〇） 

1. 父母
ふ ぼ

（いずれか一方
いっぽう

の場合
ばあい

も含
ふく

む） 2. 祖父母
そ ふ ぼ

（いずれか一方
いっぽう

の場合
ばあい

も含
ふく

む） 

3. 夫
おっと

または妻
つま

（パートナー含
ふく

む）  4. 兄弟
きょうだい

姉妹
しまい

 

5. 子
こ

     6. 孫
まご

 

7. その他
た

親族
しんぞく

    8. 近所
きんじょ

の人
ひと

     

9. 友人
ゆうじん

・知人
ちじん

    10. 同僚
どうりょう

     

11. その他
た

（                         ） 
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問
とい

60：これまでに障害
しょうがい

のある方
かた

（ご家族
かぞく

以外
いがい

）と交流
こうりゅう

を持
も

つ機会
きかい

がありましたか。 

（ひとつだけに○） 

1. あった    2. なかった  

 

【問
とい

6で「1.あった」に〇をされた方
かた

にお伺
うかが

いします。】 

問
とい

70：これまでにどのような交流
こうりゅう

の機会
きかい

がありましたか。（あてはまるものすべてに〇） 

1. 学校
がっこう

で一緒
いっしょ

に活動
かつどう

したことがある 

2. 同
おな

じ職場
しょくば

で働
はたら

いたことがある 

3. 地域
ちいき

活動
かつどう

などに一緒
いっしょ

に参加
さんか

したことがある 

4. ボランティア活動
かつどう

を通
つう

じて交
こう

流
りゅう

したことがある 

5. 行事
ぎょうじ

やイベントの際
さい

に交
こう

流
りゅう

したことがある 

6. 日常的
にちじょうてき

にあいさつをしたことがある 

7. その他
た

（                                 ） 

 

問
とい

80：これまでに障害
しょうがい

のある方
かた

に何
なん

らかのお手伝
てつだ

いや支援
しえん

をしたことがありましたか。 

（ひとつだけに○） 

1. あった     2. なかった ⇒問
とい

10へ 

 

【問
とい

8で「1.あった」に〇をされた方
かた

にお伺
うかが

いします。】 

問
とい

90：どのようなお手伝
てつだ

いや支援
しえん

を行
おこな

いましたか。（あてはまるものすべてに〇） 

1.  荷物
にもつ

を代
か

わりに持
も

つ   2.  階段
かいだん

の昇
のぼ

り降
お

りの手助
てだす

け 

3.  道路
どうろ

を横断
おうだん

する手助
てだす

け   4.  外出
がいしゅつ

のときの介助
かいじょ

 

5.  見守
みまも

りや声
こえ

かけ   6.  相談
そうだん

を受
う

ける、話
はな

し相手
あいて

になる 

7.  自宅
じたく

で家事
か じ

の手伝
てつだ

いをする  8.  買
か

い物
もの

などの用事
ようじ

を済
す

ませる 

9.  書類
しょるい

を読
よ

む、代
か

わりに書
か

く  10. 電話
でんわ

を代
か

わりにかける 

11. 一緒
いっしょ

に遊
あそ

んだり出
で

かけたりする  12. 災害
さいがい

時
じ

に避難
ひなん

の手助
てだす

けをする 

13. その他
た

（                              ） 
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問
とい

10：あなたは、今後
こんご

、障害
しょうがい

のある方
かた

に対して、積極的
せっきょくてき

にお手伝
てつだ

いや支援
しえん

をしていきたいと思
おも

いますか。（ひとつだけに○） 

1. 今
いま

まで以上
いじょう

に積極的
せっきょくてき

に関
かか

わりを持
も

ち、お手伝
てつだ

いや支援
しえん

をしていきたい ⇒問
とい

12へ 

2. 障害
しょうがい

のある方
かた

と接
せっ

する機会
きかい

があれば、お手伝
てつだ

いや支援
しえん

をしていきたい  ⇒問
とい

12へ 

3. できるだけ関
かか

わりを持
も

たず、お手伝
てつだ

いや支援
しえん

は専
せん

門
もん

機関
きかん

等
とう

に任
まか

せたい 

 

【問
とい

10で「3.」に〇をされた方
かた

にお伺
うかが

いします。】 

問
とい

11：障害
しょうがい

のある方
かた

の支援
しえん

に積極的
せっきょくてき

になれない理由
りゆう

はどのようなことですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

1. 障害
しょうがい

のことがわからない（どう接
せっ

してよいかわからない） 

2. 障害
しょうがい

のある方
かた

をサポートする自信
じしん

がない 

3. 関心
かんしん

がない 

4. 関
かか

わりを持
も

ちたくない 

5. その他
た

（                                ） 

 

問
とい

12：今後
こんご

、障害
しょうがい

のある方
かた

とない方
かた

が互
たが

いに理解
りかい

を深
ふか

め、交流
こうりゅう

を図
はか

り、地域
ちいき

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

するためにどのようなことが大切
たいせつ

だと思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

1. 子
こ

どもの頃
ころ

からの交流
こうりゅう

機会
きかい

の確保
かくほ

 

2. 学校
がっこう

におけるインクルーシブ教育
きょういく

（※）の推進
すいしん

 

3. 障害
しょうがい

理解
りかい

のための広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

 

4. ボランティア活動
かつどう

の促進
そくしん

 

5. 障害
しょうがい

の有無
う む

に関
かか

わらず参加
さんか

できる行事
ぎょうじ

・イベントの開催
かいさい

 

6． 障害者
しょうがいしゃ

の芸術
げいじゅつ

文化
ぶんか

活動
かつどう

の発表
はっぴょう

の機会
きかい

 

7. 障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

の支援
しえん

体制
たいせい

の推進
すいしん

 

8. 障害者
しょうがいしゃ

の福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

や一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の推進
すいしん

 

9. その他
た

（                                ） 
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※インクルーシブ教育
きょういく

とは 

誰
だれ

もが相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し支
ささ

え合
あ

い、人々
ひとびと

の多様
たよう

な在
あ

り方
かた

を相互
そうご

に認
みと

め合
あ

える全員
ぜんいん

参加型
さんかがた

の社会
しゃかい

（共生
きょうせい

社会
しゃかい

）の形成
けいせい

の実現
じつげん

に向
む

けて、障害
しょうがい

のある者
もの

と障害
しょうがい

のない者
もの

が共
とも

に学
まな

ぶ仕組
し く

み。インクルーシブ教育
きょういく

システムにおいては、同
おな

じ場
ば

で共
とも

に学
まな

ぶことを追求
ついきゅう

するとと

もに、個別
こべつ

の教育的
きょういくてき

ニーズのある児童
じどう

生徒
せいと

に対
たい

して、自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を見据
み す

えて、その時点
じてん

で

教育的
きょういくてき

ニーズに最
もっと

も的確
てきかく

に応
こた

える指導
しどう

を提供
ていきょう

できる、多様
たよう

で柔軟
じゅうなん

な仕組
し く

みを整備
せいび

すること

が重要
じゅうよう

である。小
しょう

・中
ちゅう

学校
がっこう

における通常
つうじょう

の学級
がっきゅう

、通級
つうきゅう

による指導
しどう

、特別
とくべつ

支援
しえん

学級
がっきゅう

、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

といった、連続性
れんぞくせい

のある「多様
たよう

な学
まな

びの場
ば

」を用意
ようい

しておくことが必要
ひつよう

である。 

引用
いんよう

・参考
さんこう

：文部
もんぶ

科学省
かがくしょう

HP,共生
きょうせい

社会
しゃかい

の形成
けいせい

に向
む

けたインクルーシブ教育
きょういく

システム構築
こうちく

のための特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

の推進
すいしん

（報告
ほうこく

） 概要
がいよう

 

 

問
とい

13：あなたは、発達
はったつ

に特別
とくべつ

な支援
しえん

を必要
ひつよう

とする子
こ

どもとその家族
かぞく

が、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で健
すこ

やか

に成長
せいちょう

し生活
せいかつ

をするための施策
しさく

やサービスについて、特
とく

に重要
じゅうよう

と思
おも

うものは何
なん

ですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

1． 乳幼児
にゅうようじ

健
けん

診
しん

や教室
きょうしつ

・相談
そうだん

・訪問
ほうもん

などの充実
じゅうじつ

 

2． 発育
はついく

・発達上
はったつじょう

の課題
かだい

の早期
そうき

発見
はっけん

と早期
そうき

療育
りょういく

の開始
かいし

 

3． 保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

する相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

（町
まち

や相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

） 

4． 療育
りょういく

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

（町
まち

療育
りょういく

機関
きかん

や民間
みんかん

の障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

サービス） 

5． 保育
ほいく

園
えん

・幼稚園
ようちえん

等
とう

での発達
はったつ

特性
とくせい

を考慮
こうりょ

した支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

6． 学校
がっこう

の保護者
ほ ご し ゃ

や地域
ちいき

住民
じゅうみん

を対象
たいしょう

にした障害
しょうがい

理解
りかい

を目的
もくてき

とする講演会
こうえんかい

や勉強会
べんきょうかい

 

7． 学校
がっこう

や児童館
じどうかん

等
とう

、公共
こうきょう

施設
しせつ

のバリアフリー化
か

 

8． 通学
つうがく

・通園
つうえん

時
じ

の介助
かいじょ

や付添
つきそ

い 

9． 放課後
ほ う か ご

の居場所
い ば し ょ

の充実
じゅうじつ

 

10． 休日
きゅうじつ

・長期
ちょうき

休暇
きゅうか

の居場所
い ば し ょ

の充実
じゅうじつ

 

11． 同年代
どうねんだい

のこども達
たち

と関
かか

わる機会
きかい

づくり 

12.  保護者
ほ ご し ゃ

が子
こ

育
そだ

て出来
で き

ない時
とき

の一時的
いちじてき

な預
あず

かりやサポート制度
せいど

 

13. その他
た

（                               ） 
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３ 障害
しょうがい

のある方
かた

の就労
しゅうろう

について 

問
とい

14：障害
しょうがい

のある方
かた

の就労
しゅうろう

について、より多
おお

くの障害
しょうがい

のある方
かた

が企業
きぎょう

などで働
はたら

くために、

今後
こんご

どのような取
と

り組
く

みが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

1.0 雇用
こよう

主
ぬし

に対
たい

する障害
しょうがい

理解
りかい

の促進
そくしん

 

2.0 地域
ちいき

や社会
しゃかい

の障害
しょうがい

理解
りかい

の促進
そくしん

 

3.0 上司
じょうし

や同僚
どうりょう

などに対
たい

する障害
しょうがい

理解
りかい

の促進
そくしん

 

4.0 法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

（※）の適用
てきよう

の強化
きょうか

 

5.0 障害
しょうがい

特性
とくせい

に合
あ

った職 業
しょくぎょう

・雇用
こよう

の拡
かく

大
だい

 

6.0 職場
しょくば

環境
かんきょう

のバリアフリー化
か

 

7.0 障害者
しょうがいしゃ

を多
おお

く雇用
こよう

する企業
きぎょう

への支援
しえん

・優遇
ゆうぐう

 

8.0 障害者
しょうがいしゃ

が働
はたら

く能力
のうりょく

を身
み

につけるための職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

 

9.0 職場
しょくば

に定着
ていちゃく

するための支援
しえん

（ジョブコーチなど） 

10. その他
た

（                               ） 

（※）法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

…民間
みんかん

企業
きぎょう

、国
くに

、地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

は、一定
いってい

の割合
わりあい

以上
いじょう

の障害者
しょうがいしゃ

を雇用
こよう

しなければ

ならないことになっています。この割合
わりあい

を法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

と言
い

い、一般
いっぱん

企業
きぎょう

は2.5％、国
くに

や地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

は2.8％などとされています。 

 

 

４ 障害
しょうがい

に対
たい

する意識
いしき

について 

問
とい

15：障害
しょうがい

福祉
ふくし

に関
かか

わる次
つぎ

のような言葉
ことば

を知
し

っていますか。（あてはまるものすべてに〇） 

1. ノーマライゼーション 

3. バリアフリー 

5.  補助
ほじょ

犬
けん

・盲導犬
もうどうけん

・介助
かいじょ

犬
けん

 

7． 世界
せかい

自閉症
じへいしょう

啓発
けいはつ

デー(4月2日) 

9. デフリンピック 

11．パーキング・パーミット制度
せいど

 

13. ８０５０
はちまるごうまる

問題
もんだい

 

2. インクルーシブ 

4. ユニバーサルデザイン 

6.  障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

（12月3日～9日） 

8. パラリンピック 

10. ヘルプマーク 

12. ヤングケアラー 

14. こころのサポーター 
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問
とい

16：障害
しょうがい

のことや福祉
ふくし

サービスなどに関
かん

する情報
じょうほう

を、どこから知
し

ることが多
おお

いですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1.  本
ほん

や新聞
しんぶん

、雑誌
ざっし

の記事
き じ

、テレビやラジオのニュース 

2.  行政
ぎょうせい

機関
きかん

の広報誌
こうほうし

 

3.  インターネットやＳＮＳ 

4.  家族
かぞく

や親
しん

せき、友人
ゆうじん

・知
ち

人
じん

 

5.  サービス事業所
じぎょうしょ

の人
ひと

や施設
しせつ

職員
しょくいん

 

6.  障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

や家族会
かぞくかい

（団体
だんたい

の機関誌
き か ん し

など） 

7.  かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

8.  相談
そうだん

支援員
しえんいん

や病院
びょういん

のケースワーカーや介護
かいご

保険
ほけん

のケアマネージャー 

9.  民生
みんせい

委員
いいん

・児童
じどう

委員
いいん

 

10. 通園
つうえん

施設
しせつ

や保育所
ほいくじょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

の先生
せんせい

 

11. 相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

などの民間
みんかん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

12. 行政
ぎょうせい

機関
きかん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

13. その他
た

（                                 ） 

問
とい

17：成年
せいねん

後見
こうけん

人
にん

制度
せいど

についてご存
ぞん

じですか。（ひとつだけに○） 

1. 名前
なまえ

も内容
ないよう

も知
し

っている 

3. 名前
なまえ

も内容
ないよう

も知
し

らない 

2. 名前
なまえ

を聞
き

いたことがあるが、内容
ないよう

は知
し

らない 

 

【問
とい

17で「1.」に〇をされた方
かた

にお伺
うかが

いします。】 

問
とい

18：成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

を障害
しょうがい

のある人
ひと

が適
てき

切
せつ

に利用
りよう

するために必要
ひつよう

と思
おも

うことはなんですか。 

（ひとつだけに〇） 

1. 周知
しゅうち

・啓発
けいはつ

の積極的
せっきょくてき

実施
じっし

 

3. 相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充実
じゅうじつ

 

5． その他
た

 

2. 説明会
せつめいかい

や講演会
こうえんかい

の実施
じっし

 

4. 支援
しえん

機関
きかん

の連携
れんけい

・協働
きょうどう
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問
とい

19：あなたは「障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

」についてご存
ぞん

じですか。（ひとつだけに○） 

1. 名前
なまえ

も内容
ないよう

も知
し

っている 

3. 名前
なまえ

も内容
ないよう

も知
し

らない 

2. 名前
なまえ

を聞
き

いたことがあるが、内容
ないよう

は知
し

らない 

 

問
とい

20：行政
ぎょうせい

機関
きかん

では平成
へいせい

28年4月から、民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

では令和
れいわ

６年4月から、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

が法的
ほうてき

に義務化
ぎ む か

されています。障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

で求
もと

められる「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

」

についてご存
ぞん

じですか。（ひとつだけに○） 

1. 名前
なまえ

も内容
ないよう

も知
し

っている 

3. 名前
なまえ

も内容
ないよう

も知
し

らない 

2. 名前
なまえ

を聞
き

いたことがあるが、内容
ないよう

は知
し

らない 

 

※「障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

」・「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」について詳
くわ

しく知
し

りたい方
かた

は、「障 害 者
しょうがいしゃ

の差別
さべつ

解 消
かいしょう

に向
む

けた理解
りかい

促進
そくしん

ポータルサイト」https://shougaisha-sabetukaishou.go.jp/をご覧
らん

ください。 

 

 

問
とい

21：あなたが、障害
しょうがい

のある人
ひと

が社会
しゃかい

生活
せいかつ

を送
おく

るうえで、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

と思
おも

うことはあります

か。（あてはまるものすべてに〇） 

1．物理的
ぶつりてき

障壁
しょうへき

    

段差
だんさ

やエレベーターの設置
せっち

の有無
う む

など、建物
たてもの

や交通
こうつう

機関
きかん

などの設備
せつび

、移動
いどう

に関
かん

する障壁
しょうへき

 

2．制度
せいど

の障壁
しょうへき

     

法律
ほうりつ

、制度
せいど

、行政
ぎょうせい

の手続
てつづ

きなどの不備
ふ び

や不十分
ふじゅうぶん

さによる障壁
しょうへき

 

3．文化
ぶんか

・情報
じょうほう

の障壁
しょうへき

   

音声
おんせい

情報
じょうほう

や文字
も じ

情報
じょうほう

など、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

が提
てい

供
きょう

されていないことによる障壁
しょうへき

 

4．心
こころ

の障壁
しょうへき

        

 差別
さべつ

や偏
へん

見
けん

、障害
しょうがい

に対
たい

する無理解
む り か い

による障壁
しょうへき

 

5．特
とく

に感
かん

じていない 

https://shougaisha-sabetukaishou.go.jp/
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【社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

について】 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

または社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で妨
さまた

げとなる、社会
しゃかい

における事物
じぶつ

、制度
せいど

、

慣行
かんこう

、観念
かんねん

その他
た

一切
いっさい

のものを指
さ

します。これは、障害
しょうがい

は個人
こじん

の心身
しんしん

機能
きのう

の障害
しょうがい

のみではなく、

社会
しゃかい

との相互
そうご

作用
さよう

によって生
しょう

じるという「障害
しょうがい

の社会
しゃかい

モデル」の考
かんが

え方
ほう

に基
もと

づいています。 
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５ 障害者
しょうがいしゃ

施策
しさく

について 

問
とい

22：総合的
そうごうてき

にみて、現在
げんざい

の葉山町
はやままち

は障害
しょうがい

のある方
かた

にとって暮
く

らしやすいまちだと思
おも

われま 

すか。（ひとつだけに○） 

1. 暮
く

らしやすい       2. どちらかというと暮
く

らしやすい 

3. どちらともいえない    4. どちらかというと暮
く

らしにくい 

5. 暮
く

らしにくい 

 

問
とい

23：今後
こんご

、障害者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る上
うえ

で、重要
じゅうよう

と思
おも

われる取
とり

組
く

みはどのようなこと 

と思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

1.  在宅
ざいたく

での障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

サービスの充実
じゅうじつ

 

2.  障害者
しょうがいしゃ

のための入所
にゅうしょ

・通所
つうしょ

施設
しせつ

の整備
せいび

 

3.  保健
ほけん

医療
いりょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

4.  障害者
しょうがいしゃ

のための住
す

まいの確保
かくほ

（障害者向
しょうがいしゃむ

け住宅
じゅうたく

の整備
せいび

、グループホームの整備
せいび

、

住宅
じゅうたく

改造
かいぞう

の資金
しきん

援助
えんじょ

等
とう

） 

5.  バリアフリー（道路
どうろ

の段差
だんさ

の解消
かいしょう

、視覚
しかく

障害者
しょうがいしゃ

のための信号
しんごう

の導入
どうにゅう

等
とう

） 

6.  療育
りょういく

・保育
ほいく

・教育
きょういく

の質
しつ

の向上
こうじょう

 

7.  一般
いっぱん

企業
きぎょう

以外
いがい

での就労
しゅうろう

の場
ば

の充実
じゅうじつ

（就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

） 

8.  能力
のうりょく

に応
おう

じた職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

の充実
じゅうじつ

 

9.  地域
ちいき

での活動
かつどう

や余暇
よ か

活動
かつどう

への参加
さんか

のための仕組
し く

みづくり（施設
しせつ

の充実
じゅうじつ

、情報
じょうほう

の

提供
ていきょう

、移動
いどう

の支援
しえん

等
とう

） 

10. 相談
そうだん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

（生活
せいかつ

相談
そうだん

、療育
りょういく

相談
そうだん

、医療
いりょう

相談
そうだん

、職 業
しょくぎょう

相談
そうだん

の充実
じゅうじつ

等
とう

） 

11. 経済的
けいざいてき

な支援
しえん

の充実
じゅうじつ

（医療費
いりょうひ

の補助
ほじょ

、手当
てあて

の拡充
かくじゅう

等
とう

） 

12. 障害
しょうがい

に対
たい

する地域
ちいき

の人
ひと

の理解
りかい

を深
ふか

める活動
かつどう

（福祉
ふくし

教育
きょういく

等
とう

）の充実
じゅうじつ

 

13. ボランティアの育成
いくせい

 

14. 財産
ざいさん

管理
かんり

の援助
えんじょ

、成年
せいねん

後見
こうけん

人
にん

制度
せいど

等
とう

の利用
りよう

促進
そくしん

 

15. 障害者
しょうがいしゃ

の安心
あんしん

の確保
かくほ

（防災
ぼうさい

、防犯
ぼうはん

、消費者
しょうひしゃ

保護
ほ ご

対策
たいさく

の充実
じゅうじつ

） 

16. その他
た

（                               ） 
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問
とい

24：葉山町
はやままち

の障害者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の充
じゅう

実
じつ

に向
む

けてご意見
いけん

がありましたらお聞
き

かせください。 

（自由
じゆう

回答
かいとう

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票
ちょうさひょう

はこれで終 了
しゅうりょう

です。貴重
きちょう

なお時間
じかん

をいただき、ありがとうございました。 

皆様
みなさま

のお知恵
ち え

やお力
ちから

を借
か

りながら、葉山町
はやままち

の障害児者
しょうがいじしゃ

の方々
かたがた

が、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で、 

自分
じぶん

らしく生
い

き生
い

きと安心
あんしん

して暮
く

らしていけるよう、葉山町
はやままち

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

計画
けいかく

を策定
さくてい

 

してまいりますので、引
ひ

き続
つづ

きご理解
りかい

、ご協 力
きょうりょく

のほど、よろしくお願
ねが

いいたします。 


